
 

仲町病後児保育室 保健だより  10月 

昼間は汗ばむ日もありますが、朝夕は冷え込むようになりました。季節の変わり目で体調を崩

しやすい時期でもあるので、手洗い・うがいや衣類の調節などをして、かぜを予防しましょう。 

鼻水のおはなし 

鼻水は体を守るために必要なもので、鼻
や喉に付いたウイルスを排除するために
出るものです。また、炎症を起こした鼻の
粘膜を守る役目もあります。 
 

季節の変わり目やアレルギーなどにより、子どもは鼻水が出やすくなります。鼻水の他に、発熱、喉の痛
み、食欲不振、黄色や緑色の粘り気のある鼻水が続くなどの症状があれば病院で診てもらいましょう。 

小さい子はこまめに吸い取って！ 

まだじょうずに鼻をかめない子は、ティッシュ
でこまめに拭いてあげたり、鼻水吸引器など
を使って吸い取ってあげたりしましょう。ま
た、頻繁に鼻水を拭いていると、鼻の下の皮
膚が赤くただれてくるので、その場合は炎症
を抑える軟膏を塗ってあげましょう。 

鼻がかめるようになったら… どうして鼻水が出るの？ 

自分で鼻をかめるようになってきたら、片
方ずつ、軽くかむように習慣付けましょ
う。強くかむと、耳を痛めてしまったり、炎
症がひどくなったりすることがあります。 
また、鼻が詰まっていて鼻水が出ない時
は、水分をこまめにとり、部屋の湿度を調
節しましょう。 

透明 
気温の変化によるものや、かぜの初期症状の場
合に見られます。鼻水は垂れたままにしていると
肌荒れの原因になるので注意が必要です。 

 
 
黄色から緑色 
細菌やウィルスを排除するために白血球が戦っ
て死滅すると緑色になります。また、透明の鼻水
に比べてドロッとしているため、鼻の奥で溜まって
しまうことがあります。その時は加湿などを行い、
鼻水を出しやすくしましょう。 

鼻水の色を見てみよう 


